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後世へ確実に引き継ぐ後世へ確実に引き継ぐ

名勝及び天然記念物名勝及び天然記念物「鬼舌振」「鬼舌振」保存管理計画　策定保存管理計画　策定

八
川
地
区

問
１
　
火
災
発
生
時
の
緊
急

放
送
に
つ
い
て

　
町
内
の
火
災
発
生
時
に
、
第
一

報
が
雲
南
消
防
本
部
か
ら
直
接
有

線
放
送
か
ら
流
れ
、
そ
の
後
役
場

か
ら
の
第
二
報
の
ま
で
の
間
が
非

常
に
長
い
た
め
、
速
や
か
な
連
絡

方
法
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
１
　
第
一
報
に
つ
い
て
は
、雲

南
消
防
本
部
に
よ
り
、平
成
二
十

年
一
月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
報
で
「
予
令
」
を
す
る
こ

と
で
、
消
防
団
員
は
出
動
準
備
に

取
り
掛
か
る
こ
と
が
で
き
、
出
動

時
間
は
一
段
と
早
く
な
っ
た
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
な
お
、
六
月
十
五
日
以
降
は
、

放
送
内
容
を
一
部
見
直
し
、
第
一

報
に
お
い
て
「
小
字
（
自
治
会
名
）

ま
で
」
の
放
送
を
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
「
場
所
等
」
詳
細
に
つ

い
て
は
、
確
認
の
あ
と
、
こ
れ
ま

で
と
同
じ
よ
う
に
役
場
か
ら
の
放

送
と
な
り
ま
す
。

　
少
し
で
も
早
い
対
応
で
消
防
活

動
を
行
う
た
め
で
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
。
（
総
務
課
）

問
２
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
移
行
に
伴
う
奥
出
雲

町
の
対
応
に
つ
い
て

　
独
居
老
人
世
帯
等
生
活
支
援
を

必
要
と
す
る
家
庭
に
対
す
る
経
済

的
援
助
に
つ
い
て
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

答
２
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

の
移
行
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
に

よ
る
、
各
世
帯
に
「
お
知
ら
せ
」

の
郵
送
や
各
地
域
で
の
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
希
望
に
応
じ
て
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
に
個
別
訪

問
を
し
た
り
し
て
周
知
を
し
て
い

ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
広
報
番
組

を
制
作
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を

通
じ
て
放
送
す
る
等
、
周
知
徹
底

を
図
る
考
え
で
す
。

　
な
お
、
経
済
的
援
助
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
情
報
政
策
課
）

問
３
　
情
報
通
信
格
差
の
是

正
に
つ
い
て

　
小
八
川
自
治
会
内
、
大
谷
自
治

会
の
一
部
、
雨
川
自
治
会
の
大
部

分
の
箇
所
に
お
い
て
携
帯
電
話
の

通
信
が
不
能
で
あ
り
の
で
、
早
期

解
消
を
お
願
い
し
ま
す
。

答
３
　
小
八
川
地
域
・
雨
川
地

域
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら
来

年
度
に
か
け
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が

エ
リ
ア
整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
後
も
各
携
帯
電
話
事
業
者
に

対
し
、
エ
リ
ア
整
備
の
要
望
を
行

っ
て
参
り
ま
す
。
（
情
報
政
策
課
）

馬
木
地
区

問
１
　
奥
出
雲
町
に
お
け
る
農

業
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

①
町
内
の
企
業
等
が
優
先
的
に
農

業
参
入
で
き
る
環
境
整
備

②
仁
多
米
ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
確

立③
小
学
校
区
単
位
の
集
落
営
農
組

織
を
立
ち
上
げ

④
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
と
営
農
組
織

を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、
生
産
か

ら
販
売
の
ル
ー
ト
を
早
急
に
確
立
・

拡
大

答
１
　
①
企
業
参
入
に
よ
り
、

地
元
の
農
地
利
用
や
担
い
手
の
取

組
み
に
悪
影
響
を
与
え
た
り
、
障

害
と
な
ら
な
い
よ
う
、
農
業
委
員

の
皆
様
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

出
来
る
限
り
町
内
の
担
い
手
へ
の

集
積
が
図
ら
れ
る
よ
う
対
応
し
て

参
り
ま
す
。
　
　
（
農
業
振
興
課
）

②
関
係
機
関
、
生
産
者
の
皆
様
と

一
層
連
携
し
、
安
全
・
安
心
で
お

い
し
い｢

売
れ
る
米
づ
く
り｣

を
推

進
し
ま
す
。
　
　
（
農
業
振
興
課
）

③
集
落
営
農
組
織
に
つ
い
て
は
、

今
後
、
組
織
の
再
編
や
法
人
化
の

推
進
、
経
理
の
一
元
化
や
資
材
等

の
共
同
購
入
等
に
よ
る
経
営
効
率

の
向
上
を
図
る
な
ど
取
組
み
を
推

進
し
ま
す
。
　
　
（
農
業
振
興
課
）

④
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

横
田
地
域
に
お
け
る
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
米
の
集
荷
に

お
け
る
サ
ブ
施
設
と
し
て
、
今
後

も
一
体
的
な
運
営
を
行
い
、
集
落

営
農
組
織
等
の
関
係
機
関
、
生
産

者
の
皆
様
と
一
層
連
携
し
、
良
質

米
の
生
産
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
努
め

て
参
り
ま
す
。
　
（
農
業
振
興
課
）

問
２
　
吾
妻
山
登
山
道
と
駐

車
場
の
整
備
に
つ
い
て

①
通
称
三
の
渡
り
ま
で
、
倒
木
、

法
面
か
ら
の
落
石
、
流
砂
等
に
よ

り
車
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
困
難
で

あ
り
、
定
期
的
に
除
去
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

②
車
の
交
差
ス
ペ
ー
ス
の
増
設
を

お
願
い
し
た
い
。

③
一
の
渡
り
付
近
に
、
車
三
十
台

規
模
の
駐
車
場
を
設
置
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

答
２
　
①
通
称
三
の
渡
り
ま
で
は
、

県
が
管
理
し
て
お
り
、
待
避
所
の

設
置
や
倒
木
・
落
石
の
処
置
に
つ

い
て
は
、
仁
多
土
木
事
業
所
へ
要

望
し
ま
す
。
　
　
　
　
（
建
設
課
）

　
な
お
、
一
部
損
壊
し
て
い
る
遊

歩
道
に
つ
い
て
は
、
県
に
お
い
て

秋
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。
倒

木
、
落
石
等
に
つ
い
て
は
、
現
地

を
踏
査
し
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
振
興
課
）

②
③
該
当
の
土
地
は
、
多
数
に
わ

た
る
共
有
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
買
収
に
当
た
っ
て
は
か
な

り
の
時
間
が
か
か
る
た
め
、
既
に

地
元
友
の
会
並
び
に
県
と
現
地
で

協
議
を
行
い
、
検
討
を
始
め
た
と

こ
ろ
で
す
。
　
　
（
地
域
振
興
課
）

問
３
　
奥
出
雲
町
の
活
性
化

策
に
つ
い
て
の
試
案

①
「
奥
出
雲
町
人
材
バ
ン
ク
」
（
仮

称
）
を
設
立
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
域
に
潜
在
す
る
人
材
を
積
極

的
に
発
掘
・
養
成
し
、
町
内
の
人

的
往
来
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
。

②
管
理
的
立
場
、
中
枢
を
担
う
職

員
を
、
通
勤
範
囲
に
あ
る
自
治
体

と
連
携
し
て
、
人
事
交
流
を
行
い
、

町
の
活
性
化
を
希
望
し
ま
す
。

答
３
　
①
町
内
に
は
、
様
々
な

分
野
で
活
躍
す
る
方
が
多
く
、
豊

富
な
人
材
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
人
材
バ
ン
ク
に
つ
い
て
は
早
急

に
整
備
し
ま
す
。
（
教
育
委
員
会
）

②
相
互
交
流
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

農
林
水
産
省
、
横
浜
市
と
の
人
事

交
流
、
各
広
域
連
合
へ
の
派
遣
な

ど
、
出
来
る
限
り
他
団
体
と
の
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
総
務
省
か
ら
の
専
門
的

職
員
や
、
国
の
初
任
者
研
修
の
受

け
入
れ
を
は
じ
め
、
島
根
県
へ
の

長
期
研
修
な
ど
、
職
員
の
人
材
育

成
を
行
う
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）
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名勝及び天然記念物名勝及び天然記念物「鬼舌振」「鬼舌振」保存管理計画　策定保存管理計画　策定
おにのしたぶる

※名称については、観光案内等では「鬼の舌震」と記されていますが、国（当時の内務省）
の告示では「鬼舌振（おにのしたぶる）」と標記されています。

　これまで広報等でお知らせしていましたが、奥出雲町では、平成１９年度、２０年度の２カ
年をかけて文化庁の指導を受けながら「名勝及び天然記念物　鬼舌振　保存管理計画」を作成
しており、この度、完成しました。

現状　「鬼舌振」は、巨岩・奇石が約２㎞にわたり続く、自然美あふれる大峡谷であり、昭和
２年に国の名勝及び天然記念物に指定されました。
　その後、アクセス道である玉湯・吾妻山線の改良、上流部の１.２㎞の遊歩道（バリアフリー）
整備を行い、年間１０万人を超える見学者が訪れる奥出雲地方随一の観光スポットとなりました。
　しかし、指定後約８０年が経過し、枝葉の除去や景観を損ねる樹木の適切な伐採等を施すこ
とができず、指定当時の素晴らしい景観を保てない状況にあり、「鬼舌振」を適切に保存し次
世代へ確実に伝達するため地域に根ざした包括的な保存管理計画が必要となりました。
　そこで国、県の指導により、島根大学、地元の方々８名からなる保存管理計画策定委員会を
組織し、植物、地質、動物など多角的な視点から「鬼舌振」の価値を検証し、保存管理計画の
策定を行いました。

計画内容　保存管理、整備活用、運営及び体制整備の３つの分野から構成されています。
特に保存管理、整備活用では、指定当時の景観に近づけ、適切に保存し、より多くの見学者を
受け入れ、安全で快適に散策や様々な触れ合い体験が行えるよう、便益等に資する改良（活用
整備）の推進があげられています。
　現在、上流部の下高尾駐車場から１.２㎞がバリアフリー化されており、下流部の宇根駐車場
から玉日女橋までの園路は急峻であり高齢者、車いす利用者は見学が困難な状況にあります。
バリアフリー園路を延長し、更にその終点より対岸の宇根駐車場へ繋がる吊り橋を設置するこ
とにより高齢者、障害を持つ方にも鬼舌振の自然景観を観察することが可能となります。

今後は…　完成した保存管理計画により、名勝及び天然記念物「鬼舌振」を適正に保存管理し、
その価値を1人でも多くの方に見て頂き後世に伝えていきたいと思います。
なお、名勝及び天然記念物「鬼舌振」保存管理計画書については、各公民館、図書室、学校な
どに配布してありますのでご覧ください。

▲指定当時の「はんど岩」

▲現在の「はんど岩」
　樹木が繁茂し、岩が見えにくい状態


